





































































財団法人日伯経済文化協会（ANBEC） 栗 田 政 彦
在日ブラジル人｢第二世代の語り場｣に参加して
8 HANDS next
この課題に対して、私は、ブラジル人の子供達を受
け入れる時に、この国の市民としてどのように係るべき
かとの観点から、一人でも不就学や不登校を無くすこ
と、ならびに少しでも学力を高めるための活動をしてい
ます。次には、職業をもっとひろく考え選び、組織競
争に学歴が不十分な人は、特に自立自営の仕事へ
の準備を始めることが大事であり、「職育」プロジェク
トの推進活動をしています。数年間仲間と共に一生
懸命していますが、日本社会だけではこれ以上の進
展には限界を感じております。昨年から、「親の語り場」
を開始しました。その時に、皆様の年代が、まず集
まり、話し合う場がもっと必要と考えました。皆様のご
尽力で、今回の「第二世代語り場」が実現しました。
これから、この「語り場」をどのように継続させていくか、
皆様でぜひ話し合って下さい。そして、次回は常総
市か筑西市で開催を企画してみて下さい。自分達の、
第二の時代の始まりの時期ですので話題は尽きないと
思います。
熱い討議となった、今の子供達のため、私からの
7月下旬から、真岡市におけるスペイン語教室「Ａ
ＭＡＵＴＡ」で、そこに通う子ども達の学習支援を行
いました。「ＡＭＡＵＴＡ」はスペイン語教室ということ
で、普段は母語維持を目的としてスペイン語を勉強し
ているところだそうです。今回は、夏休みの宿題の学
習支援を行い、ＨＡＮＤＳジュニアと一般学生が毎回
３～６名くらいずつ活動に参加しました。活動は全部
で５回ありましたが、私はそのうち2 回参加することが
できました。
私が担当したのは、小学３年生の男女 6 人の子ど
も達でした。初めて会ったときは、相手も私も緊張気
味で、打ち解けるのに少し時間がかかってしまったよう
に思います。どの子も日本語が堪能で意思疎通に困
ることはありませんでしたが、学習となると、漢字の書
き取りや読み取り、擬態語、国語に文章読解問題、
算数の文章題などを難しく感じているようで、たくさん
の質問を受けました。長文問題は、そもそも長い文章
を読みたがらない様子で、どこをどう教えたら良いの
か分からず苦労しました。また、一度に６人分の勉強
を見るというのは、ひとりひとりにじっくり時間をかけて
お願いがあります。
それは、このような集まりを通じて仲間を増やして、
周りの子供達に積極的に「勇気を持って、学校の勉
強と日本社会のことを人一倍に学ぶことの大切さ」を
話し励まして頂きたい。次に親とは、討議で課題とし
たことを、ご自分の経験も踏まえて話して頂きたいと思
います。その内にFBやメー ルでの発信も使い広く何
回も発信を続けて頂きたいと考えます。この方法であ
れば、余り時間を取らずに出来るのではないでしょう
か。私達は、それが出来る場造りをします。子供がもっ
と学習できる環境を用意します。親への語り場を、企
画しますが、その時にはぜひご一緒に参加をして、ご
自分の経験から意見を述べて下さい。
さらには、皆様の年代の課題解決にお役立てること
が出来ればと思います。例えば、自立自営を志す方
がおられれば、何かのお手伝いできる仕組みを創りま
す。こんなことを考えながら、当日は帰路に着きました。
本当に有難うございました。
教えてあげることができず、少し残念でした。
最初は警戒するように静かだった子とも、少しずつ
打ち解けることができ、後半は好きなことを話したり、
新しく覚えた言葉を教えてくれたりしました。些細なこ
とでも、子ども達がいろいろな話をしてくれてとても嬉し
かったです。ある女の子は、自分からよく使い込んだ
スペイン語の辞書を見せてくれました。よく勉強してい
るなと感心していると、「家でパパと話すときに使うん
だよ」と教えてくれました。親の話している言葉を覚え
ていった自分には、そこまで考えが及ばなかったことを
恥ずかしく思うと同時に、スペイン語教室の意味を考
えさせられた一瞬でした。
子ども達を見ていると、一生懸命勉強しようとしてい
る子もいれば、仲の良い友達同士でおしゃべりに夢中
な子もいました。しかし、どの子もこの場所に来て勉
強したり友達に会ったりすることを楽しみにしているよう
に感じました。
私自身は、これまで外国人児童生徒が身近にいた
ということもなく、大学に入るまで外国人児童生徒の
問題を深く考える機会もなく、経験のない自分に何が
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